
◆
吉
野
秀
雄
賞

◆
吉
野
秀
雄
賞

枕
辺
の
夫つ
ま

の
腕
時
計
が
時
刻
む
戸
を
叩た
た

く
は
風
来
る
は
ず
は
な
し

塚
越
郁
子
（
倉
渕
町
川
浦
）

さ
ら
ば
夏
プ
ー
ル
も
祭
り
も
行
か
ぬ
ま
ま
肌
白
き
我
は
単
語
帳

め
く
る

田
中
詩
歩
（
群
馬
南
中
3
年
）

◆
高
崎
市
長
賞

◆
高
崎
市
長
賞

み
ん
み
ん
の
今
生あ

れ
し
ご
と
地
に
死
せ
り
緑
の
翅し
み
ゃ
く脈
鮮あ
ざ

ら
か
な

ま
ま

小
野
寺
恒
代
（
新
潟
県
中
魚
沼
郡
）

す
い
ぞ
く
か
ん
ゆ
っ
た
り
お
よ
ぐ
じ
ん
べ
い
ざ
め
お
お
き
な
お
口

は
い
れ
そ
う
だ
な

原
唯
怜
（
片
岡
小
1
年
）

◆
高
崎
市
議
会
議
長
賞

◆
高
崎
市
議
会
議
長
賞

バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
歩
き
た
か
り
し
亡つ

ま夫
な
ら
む
婚
に
と
揃そ
ろ

へ
し

靴
が
残
れ
り

掛
川
真
由
美
（
下
豊
岡
町
）

欠
席
の
続
く
夜よ
さ
む寒
の
教
室
に
「
全
員
登
校
」
の
文
字
が
貼
ら
れ
る

梶
山
嬉
々
（
桐
生
市
立
商
業
高
定
時
制
2
年
）

◆
高
崎
市
教
育
長
賞

◆
高
崎
市
教
育
長
賞

藍
深
き
瀞と
ろ

に
沈
め
る
倒
木
に
寄
り
ゆ
く
鴨
の
水み

を脈
の
き
ら
め
く

神
澤
静
枝
（
井
野
町
）

第
18
回
吉
野
秀
雄
顕
彰
短
歌
大
会

本
市
出
身
の
歌
人
・
吉
野
秀
雄
の
功
績
を
た
た
え
る
「
第
18
回
吉
野
秀
雄
顕
彰
短
歌
大
会
」

が
昨
年
11
月
30
日
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、一般
の
部
に
1
4
6
首
、

学
生
の
部
に
1
万
7
5
2
首
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
課
（
☎
3
2
1
・
1
2
0
3
）
へ
。

　

吉
野
秀
雄
は
、
生
涯
で
6
2
0
0

首
あ
ま
り
の
短
歌
を
詠
み
ま
し
た
。

明
治
35
年
、
高
崎
市
あ
ら
町
の
織
物

問
屋
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
青
年
時
代

か
ら
文
学
に
親
し
み
ま
す
。
高
崎
商

業
高
校
か
ら
慶
応
義
塾
大
学
へ
と
進

学
し
ま
し
た
が
、
胸
を
患
い
、
大
学

を
中
退
。
病
と
闘
い
な
が
ら
国
文
学

を
独
修
し
、
本
格
的
に
短
歌
の
道
を

歩
み
始
め
ま
す
。
4
人
の
子
を
遺の
こ

し

て
亡
く
な
っ
た
妻
・
は
つ
子
を
詠
ん

だ
「
短
歌
百
余
章
」（
1
9
4
7
）

に
よ
っ
て
、
歌
人
と
し
て
の
地
位
を

確
立
。
生
涯
を
通
し
て
結
社
や
流
派

に
は
属
さ
ず
、
独
自
の
歌
風
を
築
き

ま
し
た
。
昭
和
42
年
、
65
歳
の
生
涯

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

吉
野
秀
雄
の
歌
碑
は
、
高
崎
商
業

高
校
と
高
崎
公
園
、
問
屋
町
中
央
公

園
に
建
立
さ
れ
て
い
る
他
、
柏
崎

市
や
慶
應
義
塾
大
学
な
ど
に
あ
り
ま

す
。

 高崎公園に建つ歌碑 

2020.　1．1（14）

「
祖
父
が
押
す
乳
母
車
に
は
笑
う
僕
」
写
真
手
に
祖
父
車
椅
子
こ
ぐ

江
原
朔
玖
（
中
央
中
等
教
育
学
校
1
年
）

◆
高
崎
市
文
化
協
会
長
賞

◆
高
崎
市
文
化
協
会
長
賞

手
を
温ぬ
く

め
祖
母
の
襁む
つ
き褓
を
替
へ
し
母
偲
び
て
ゐ
た
り
梅
雨
寒
の

朝

善
如
寺
裕
子
（
下
之
城
町
）

手
つ
か
ず
の
夏
の
プ
リ
ン
ト
探
し
て
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
音
だ
け

の
部
屋

津
金
知
里
（
高
崎
商
業
高
3
年
）

◆
群
馬
県
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
賞

◆
群
馬
県
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
賞

無
菌
室
病
む
子
と
二
人
五
十
日
共
に
す
が
っ
た
白
衣
の
天
使

高
橋
恵
（
榛
東
村
）

壮
大
な
完
成
間
近
の
八や

ん

ば
ッ
場
ダ
ム
祖
父
の
仕
事
を
改
め
て
知
る

中
村
健
汰
（
豊
岡
小
6
年
）

◆
ラ
ジ
オ
高
崎
社
長
賞

◆
ラ
ジ
オ
高
崎
社
長
賞

夫
逝
き
て
我
残
り
し
を
良
し
と
す
る
そ
の
逆
な
ら
ば
夫
の
痛
ま

し

茂
木
和
江
（
倉
渕
町
三
ノ
倉
）

パ
パ
と
マ
マ
仲
良
く
泳
ぐ
姿
見
て
幸
せ
感
じ
る
湘
南
の
海

松
本
竜
昇
（
片
岡
小
5
年
）

朝
六
時
椿
に
そ
う
っ
と
水
を
や
る
優
し
い
父
を
私
は
知
っ
て
る

古
瀬
理
紗
（
佐
野
中
3
年
）

吉野秀雄
（1902～ 67年）

ふ
た
方
に
浅
間
白
根
の

ふ
た
方
に
浅
間
白
根
の

噴
き
け
む
理
直
く
立
つ

噴
き
け
む
理
直
く
立
つ

か
も
よ
ゆ
く
春
の
空

か
も
よ
ゆ
く
春
の
空吉野

秀
雄

吉
野
秀
雄

歌
碑
・
問
屋
町
中
央
公
園

歌
碑
・
問
屋
町
中
央
公
園 

シネマテークたかさき（☎325-1744）

●家族を想うとき（イギリス他、
12/28 ～ 1/17) 監 ケン・ローチ 出
クリス・ヒッチェン／デビー・ハニー
ウッド／リス・ストーン
●パラサイト～半地下の家族（韓国、
1/10 ～ 2/7） 監 ポン・ジュノ 出 ソ
ン・ガンホ／イ・ソンギュン／チョ・ヨ
ジョン／チェ・ウシク／パク・ソダム
●マイ・フーリッシュ・ハート（オラ
ンダ、1/11 ～ 24） 監 ロルフ・バン・
アイク 出 スティーブ・ウォール／ハ
イス・ナバー／レイモンド・ティリー

（
敬
称
略
）

川
柳　

お
ら
ほ
う
の
言
葉

　

今
月
の
お
題
は「
と
っ
け
え
る
」

で
「
取
り
換
え
る
」
を
意
味
す
る

お
ら
ほ
う
の
言
葉
で
す
。

お
便
り
紹
介

「
レ
ジ
前
で　

安
い
の
め
っ
け
て

と
っ
け
え
る
」
買
い
物
は
あ
れ
こ

れ
見
定
め
る
の
が
楽
し
み
で
す

が
、
買
お
う
と
決
め
た
後
も
迷
っ

て
と
っ
け
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
下
豊
岡
町
の
岡
田
直
江
さ
ん
）

　

今
回
は
学
生
時
代
を
高
崎
で
過

ご
し
て
、
今
は
山
形
に
い
る
人
か

ら
の
応
募
も
あ
っ
た
ん
さ
。
ま
ー

ず
う
れ
し
い
ん
ね
。
ま
た
応
募
し

て
く
ん
な
い
。

　

次
回
の
お
題
は
「
あ
す
ぶ
」
で

「
遊
ぶ
」
を
意
味
し
ま
す
。「
こ
ん

つ
ぎ
一
緒
に
あ
す
ば
な
い
か
い
」

「
今
日
は
い
っ
ぱ
い
あ
す
ん
だ
か

ら
、
明
日
は
宿
題
や
り
ぃ
」
の
よ

う
に
使
い
ま
す
。

　

応
募
は
１
月
15
日
㈬
ま
で
に
、

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
（

3
2
8・

2
7
2
6
）
で
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
広
報
広

聴
課
へ
。
E
メ
ー
ル
で
の
応
募

はkouhou@
city.takasaki.

gunm
a.jp

へ
。

　

今
月
の
お
題　
「
と
っ
け
え
る
」　

だ
い
ど
こ
を　

シ
ス
テ
ム
と
や
ら
に　

と
っ
け
え
る

（
上
中
居
町　

枝
窪　

俊
夫
）

と
っ
け
え
る　

気
は
な
し
愛
車　

十
五
年

（
上
室
田
町　

萩
原　

今
朝
吉
）

で
き
る
な
ら　

と
っ
け
え
て
み
た
い　

目
鼻
立
ち

（
本
郷
町　

角
田　

サ
カ
江
）

ゲ
ン
担
ぎ　

今
日
は
ネ
ク
タ
イ　

と
っ
け
え
る

（
筑
縄
町　

山
田　

誠
）

と
っ
け
え
た　

新
札
待
つ
や　

ポ
チ
袋

（
倉
賀
野
町　

鳥
羽　

か
お
る
）

と
っ
け
え
る　

暦
で
気
が
つ
く　

う
る
う
年

（
江
木
町　

茂
木　

富
男
）

目
を
入
れ
て　

縁
起
ダ
ル
マ　

と
っ
け
え
る

（
上
佐
野
町　

小
山　

英
雄
）

（15）高崎市役所 ☎027-321-1111

　イギリスのショービジネス界で活躍す
るスティーブとロブがグルメ取材の旅
に出ます。舞台はスペイン。北はバス
ク、南はアンダルシアまで地中海を目
指し、レンジローバーを走らせ、歴史と
文化が色濃く残るグラナダなど一度は

訪れてみたい観光名所を巡りつつ、極
上の料理やワインを味わいながら人生
を語っていきます。仕事も人生も成功
している2人ですが、旅を終える頃、ス
ティーブはロブへある決断を伝えます。
人生の岐路に立つ中年男性が珍道中の
末に見つけた大切なものとは。（小林）

スティーブ・クーガン／ロブ・ブ
ライドン

スペインは呼んでいる
イギリス　1/4㈯～17㈮

監 マイケル・ウィンターボトム
出


